「春の初桜　変わることねさめ　あくま夜嵐の　風や吹ちん」
今帰仁の桜祭りが始まるのに沖縄に雪が降るのではないかと言われた１月２３日は、国立劇場おきなわで新作組踊『初桜』（作・演出・嘉数道彦、振付・佐辺良和、音楽・新垣俊道）の初演でした。
奥間森城の按司（領主）が二代滅びる２０年余りの栄枯盛衰を、３部構成で描いて（出演者の多くが代をかえて２役演じる）、組踊では最長かと思われる長さ！でしたが、次々に繰り出される感動的なシーンや身体に染み込んでくる音曲のせいか、まことにいとおしい時間でした。寒い中を劇場にいらした方々は、〈奥間森城〉という呪われた場所？で次々と登場人物が殺し合い死んでいく悲惨な劇にもかかわらず、「この時に出会えてよかった！」ときっと胸を熱くして帰られたことでしょう。
「後の世々までも　美らさ桜花咲き誇る城守るために」という美しい言い回しながら、「城」という権力をめぐる男の論理はやがて崩れ、それに翻弄され女たちも「燃ゆる桜花　共に散り立ちゅさ花のうてな」と死出の旅へ漕ぎ出していく。燃えつきた廃墟に一輪の花。「やあ生し子　世々に咲き誇り　情肝尽くち幾世までも」と生き残った女は抱いた子に歌いかける。
『初桜』の舞台には、「どうしたらこの素敵な『組踊』という楽劇を、もっと多くの人たちに楽しんで見てもらえるようになるのだろうか」と、これまで様々な試みをしてきた若い役者たちの「時の花」が大きく咲き、組踊への愛が満ちあふれていました。やがては「人は、時の流れや運命と、どう拮抗して生きていくのか」という演劇の大きな命題に踏み込んで、情緒のみにとらわれない組踊が生まれていくことでしょう。また西洋近代の額縁舞台での上演に発生する不自然さを、古典の演出も含めてなお開拓していってほしいと思います。
２月２７日に国立劇場おきなわでは、古典組踊『花売の縁』が上演されます。公演パンフ「華風」の新垣俊道さんの解説は、「ああ、こういう構造だから音曲と劇が一体となって組踊は面白いのね」とよくわかります。私も『初桜』のおかげで組踊を見ることが一層楽しみになりました。花のつながり、『花売の縁』にも出かけましょうね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水寛二（能役者）
